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IGF 2023に向けた国内 IGF活動活発化チーム第 10回会合 議事録 

注：本会合での発言内容はすべて録音録画されたうえで、公開されますのでご発言の際は
ご了承ください。 

日時： 2021年 11 月 29日(月)17:00-19:00 

参加者（五十音順・敬称略）：

飯田 陽一 総務省国際戦略局 

加藤 幹之 MK Next 

上村 圭介 大東文化大学 

河内 淳子 CFIEC 

岸上 順一 Keio University 

Kuzuno Hiroki セコム株式会社 

坂本 寛 法政大学 

佐藤 信二 個人研究者 

白壁 角崇 総務省 

Suga Yuji IIJ 

高松 百合 JPRS 

寺田 真一郎 北九州市立大学 

濱口 智美 総務省 

浜田 忠久 JCAFE 

堀田 博文 JPRS 

本田 聖 NA 

前村 昌紀 JPNIC 

森口 友里 株式会社インターリンク 

森下 大 総務省 

山崎 信 JPNIC 

 
場所： オンライン開催 
司会進行： 前村昌紀 
資料： 1. IGF2021 報告会案 

アジェンダ： 

1. 本日の打合せの目的確認 [5 分] 
- IGF2023 ホスト（政府）としての検討状況の共有 
- IGF2021 報告会に向けた準備 

2. 前回議論の振り返り [5 分] 

第 7回会合、第 8 回会合、第 9 回会合の議事録案は、まだ作成中である。 

https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20211129/material1.pdf
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第 9回会合の概要： 
● 総務省からの状況報告があった。 

○ IGF2021 では日本の考え方や現状について話してこようと思っている。 
○ 引き続き内部の体制整備と官民の体制整備を行いたい。 

● IGF2021事前会合の振り返りについて、イベント、プログラムの各サブチームから
発表した。 

○ 全体として、説明中心で議論が足りなかったのではないか 
● IGF2021 報告会 

○ 上村さんがプログラム構成案を考えることとする  
○ アドホックな構成とするか、恒常的なものとするか 
○ セッション公募について： 

■ 2023 に向けた準備をするのであれば／正当性を考えると公募すべ
き 

■ IGF2021 と NRI 発起人についての報告であれば公募する必要はな
い 

○ 第 10 回会合では期日を決めたいので、それまでに考えてきてほしい 
○ 各サブチームを今後どうするのか？加入や脱退のプロセスを定めるのか？ 

● 2023 年に向けた推進体制に関しては検討を進めるための資料を前村から ML に出
すことにしたい 

 

3. 宿題の進捗確認 [5 分] 

No 状況 内容 担当 期日 実績 
14.

5 
完了 第 7 回会合の資料公開 山崎   

15  第 7 回会合の議事録案作成 山崎   
16  第 7 回会合の議事録案および録画のラストコール実

施、公開 
山崎   

17 完了 事前会合開催アナウンス実施 山崎 9/28 10/7 

17.5 完了 第 8 回会合の資料公開 山崎   

18  第 8 回会合の議事録案作成 前村   

19  第 8 回会合の議事録案および録画のラストコール実

施 山崎  

 

28 完了 事前会合動画編集公開 山崎   
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29  事前会合レポート作成 山崎 12 月中  

30 

 

 事前会合 Slack 閉鎖 山崎 本日もしく

は 

明日 

 

31  第 9 回会合の資料公開 山崎   

32  第 9 回会合の議事録案作成 山崎   

33  第 9 回会合の議事録案および録画のラストコール実

施 山崎  

 

 

3. IGF2023 ホスト（政府）としての検討状況報告 [10 分] 
● 佐々木総務審議官をはじめ総勢 5名で IGF 2021現地参加の準備中 

○ 現地に行けない場合はオンラインに切替 
● 参加予定：Day 0ハイレベルセッション、ハイレベルセッション、オープンフォー

ラム（主催 1、招待されているものいくつか） 
● クロージングセッションで総務大臣ビデオレター準備中 

4. 本格体制をどうするか [20 分]  
- 今後のエンゲージメント活動→特になし 
- IGF2021報告会に向けた体制をどうするか（主催、事務局、コスト負担、開催時期、

企画体制） 
- 国内のインターネットガバナンスのコミュニティを広げ、IGF2023 につな

がるようなコミュニティ構築の機会にすることも目的 
- IGF 2021 報告：日本が深く関係しそうな論点が何かについて拾うことがで

きれば 
- テーマセッション：IGF の議論と関係があってもなくてもよいが、IGF の

議論につながるような日本の論点を取り上げた方がよい 
- 主催者企画であればこの場で 1 回で実行委員会的な人たちが決めてよい 
- 外から募るのであれば審査があった方がよい 
- 報告会の主催は活発化チームとする 

- 本日は本格体制についての資料を用意できなかったが、次回用意したい。 

5. IGF2021 カトヴィツェへの参加計画共有[10 分] 
● 誰が現地に行くのか？ 
● 日本として何か言うか？ 
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● 日本からの登壇者は誰か？ 
● 各自がどのセッションに参加するか？ 

6. 本日の議論を受けた Todo 確認 [10 分] 
- IGF2021 報告会のテーマセッションのトピック探しを次回チーム会合までにメーリ

ングリストで行う 

7. 次回打合せについて[10 分] 
- 次回アジェンダ（たたき台） 

● IGF2021 報告会をどうするか（継続） 
● 本格体制をどうするか 

- 次回打合せの開催時期（3 週間おき開催が原則） 
● 12/20(月) 17:00 開始とする 

9. その他 [5 分] 
- 情報共有/課題提起/相談事項 など 

以上 


	アジェンダ：
	1. 本日の打合せの目的確認 [5分]
	2. 前回議論の振り返り [5分]
	3. 宿題の進捗確認 [5分]

	3. IGF2023ホスト（政府）としての検討状況報告 [10分]
	4. 本格体制をどうするか [20分]
	5. IGF2021カトヴィツェへの参加計画共有[10分]
	6. 本日の議論を受けたTodo確認 [10分]
	7. 次回打合せについて[10分]
	9. その他 [5分]


